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1. 2023年3月期第3四半期の連結業績（2022年4月1日～2022年12月31日）

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する

四半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2023年3月期第3四半期 13,654 12.3 616 116.9 727 77.0 513 63.1

2022年3月期第3四半期 12,157 17.1 284 912.4 410 122.4 315 89.7

（注）包括利益 2023年3月期第3四半期　　461百万円 （69.2％） 2022年3月期第3四半期　　272百万円 （70.1％）

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後

1株当たり四半期純利益
円 銭 円 銭

2023年3月期第3四半期 121.34 ―

2022年3月期第3四半期 74.45 ―

(2) 連結財政状態

総資産 純資産 自己資本比率
百万円 百万円 ％

2023年3月期第3四半期 28,347 22,614 79.8

2022年3月期 32,354 22,651 70.0

（参考）自己資本 2023年3月期第3四半期 22,614百万円 2022年3月期 22,651百万円

2. 配当の状況

年間配当金

第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計
円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

2022年3月期 ― 47.50 ― 70.00 117.50

2023年3月期 ― 50.00 ―

2023年3月期（予想） 72.50 122.50

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 有

3. 2023年 3月期の連結業績予想（2022年 4月 1日～2023年 3月31日）

（％表示は、対前期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する

当期純利益
1株当たり

当期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 23,500 3.0 2,350 △3.1 2,450 △4.4 1,800 △4.1 425.05

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 無



※ 注記事項

(1) 当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動） ： 無

新規 ― 社 （社名） 、 除外 ― 社 （社名）

(2) 四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 無

(3) 会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 有

② ①以外の会計方針の変更 ： 無

③ 会計上の見積りの変更 ： 無

④ 修正再表示 ： 無

(4) 発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 2023年3月期3Q 4,776,900 株 2022年3月期 4,776,900 株

② 期末自己株式数 2023年3月期3Q 541,422 株 2022年3月期 544,254 株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 2023年3月期3Q 4,234,548 株 2022年3月期3Q 4,231,758 株

※ 四半期決算短信は公認会計士又は監査法人の四半期レビューの対象外です

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

（将来に関する記述等についてのご注意）

本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づいており、その達
成を当社として約束する趣旨のものではありません。実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性が有ります。業績予想の前提となる条件及び業績予
想のご利用にあたっての注意事項等については、添付2ページ「1.当四半期決算に関する定性的情報（3）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明」をご
覧ください。
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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

　当第３四半期連結累計期間の世界経済は、欧米ではウクライナ情勢の長期化等による物価上昇及び各国の金融引

き締めにより、景気は減速しました。中国もゼロコロナ政策の影響や不動産不況等により景気は減速し、政策の転

換後も感染者急増による混乱などの影響から経済活動の停滞が続きました。

　わが国経済は、新型コロナウイルス感染症抑制と経済活動の両立が進むもとで個人消費や設備投資を中心に持ち

直しの動きが続きましたが、原材料やエネルギー価格の高騰、急激な為替の変動、世界経済の減速などから回復の

ペースは緩やかなものにとどまり、依然として予断を許さない状況が続きました。

　このような中で、当第３四半期連結累計期間における受注額は、大型案件の受注が少なかった国内民需部門が減

少しましたが、官需部門が昨年度に引き続き堅調な受注を維持し、海外部門も前年同期から増加したことから

16,113百万円（前年同期比102.1％）となりました。売上高については、官需部門を中心に前年度からの受注残が

あり、工程を計画的に進めることができたことで、13,654百万円（前年同期比112.3％）と前年同期に比べて増加

しました。利益については、営業利益616百万円（前年同期比216.9％）、経常利益727百万円（前年同期比

177.0％）、親会社株主に帰属する四半期純利益513百万円（前年同期比163.1％）となりました。

　当社グループの売上高は、公共事業物件の割合が高いため連結会計年度末に集中する傾向があり、四半期別の業

績には季節的変動があります。

（２）財政状態に関する説明

（資産）

　当第３四半期連結会計期間末の総資産は、前連結会計年度末と比べ、4,007百万円減少し28,347百万円となりま

した。これは、現金及び預金の増加922百万円、有形固定資産の増加252百万円などがあったものの、受取手形、売

掛金及び契約資産の減少5,288百万円、投資有価証券の減少126百万円などがあったことによるものです。

（負債）

　当第３四半期連結会計期間末の総負債は、前連結会計年度末と比べ、3,970百万円減少し5,733百万円となりまし

た。電子記録債務の増加925百万円などがあったものの、支払手形及び買掛金の減少3,765百万円、未払法人税等の

減少751百万円などがあったことによるものです。

（純資産）

　当第３四半期連結会計期間末の純資産は、前連結会計年度末と比べ、37百万円減少し22,614百万円となりまし

た。これは、為替換算調整勘定の減少51百万円などがあったことによるものです。

　この結果、自己資本比率は、79.8％（前連結会計年度末70.0％）となりました。

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

　2023年３月期の当社の連結業績予想につきましては、2022年11月14日に公表いたしました業績予想から変更はあ

りませんが、今後の社会経済情勢等、様々な要因によっては、大きく異なる可能性があります。
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（単位：百万円）

前連結会計年度
(2022年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(2022年12月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 5,909 6,831

受取手形、売掛金及び契約資産 18,571 13,282

電子記録債権 81 74

有価証券 － 19

仕掛品 67 112

原材料及び貯蔵品 113 128

その他 150 374

流動資産合計 24,892 20,823

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 2,631 2,794

その他（純額） 1,305 1,395

有形固定資産合計 3,937 4,189

無形固定資産 332 332

投資その他の資産

投資有価証券 2,806 2,680

退職給付に係る資産 － 31

繰延税金資産 129 29

その他（純額） 288 293

貸倒引当金 △33 △33

投資その他の資産合計 3,191 3,001

固定資産合計 7,461 7,524

資産合計 32,354 28,347

２．四半期連結財務諸表及び主な注記

（１）四半期連結貸借対照表
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（単位：百万円）

前連結会計年度
(2022年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(2022年12月31日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 5,125 1,359

電子記録債務 1,021 1,946

未払法人税等 883 131

契約負債 661 638

受注損失引当金 57 93

製品保証引当金 73 91

賞与引当金 － 311

役員賞与引当金 97 68

その他 1,668 923

流動負債合計 9,587 5,563

固定負債

退職給付に係る負債 43 39

繰延税金負債 0 35

その他 71 94

固定負債合計 115 169

負債合計 9,703 5,733

純資産の部

株主資本

資本金 810 810

資本剰余金 115 119

利益剰余金 22,061 22,067

自己株式 △1,024 △1,018

株主資本合計 21,963 21,977

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 792 795

繰延ヘッジ損益 6 0

為替換算調整勘定 △94 △145

退職給付に係る調整累計額 △16 △14

その他の包括利益累計額合計 688 636

純資産合計 22,651 22,614

負債純資産合計 32,354 28,347
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（単位：百万円）

前第３四半期連結累計期間
(自　2021年４月１日
　至　2021年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自　2022年４月１日

　至　2022年12月31日)

売上高 12,157 13,654

売上原価 9,535 10,578

売上総利益 2,622 3,075

販売費及び一般管理費 2,338 2,459

営業利益 284 616

営業外収益

受取利息 10 21

受取配当金 75 83

受取賃貸料 53 53

その他 9 9

営業外収益合計 148 168

営業外費用

賃貸費用 12 12

固定資産処分損 1 27

支払保証料 6 5

その他 1 12

営業外費用合計 22 57

経常利益 410 727

特別利益

投資有価証券売却益 28 46

特別利益合計 28 46

税金等調整前四半期純利益 439 773

法人税、住民税及び事業税 86 138

法人税等調整額 37 121

法人税等合計 124 259

四半期純利益 315 513

親会社株主に帰属する四半期純利益 315 513

（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

（四半期連結損益計算書）

（第３四半期連結累計期間）
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（単位：百万円）

前第３四半期連結累計期間
(自　2021年４月１日
　至　2021年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自　2022年４月１日

　至　2022年12月31日)

四半期純利益 315 513

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 △47 2

繰延ヘッジ損益 △4 △6

為替換算調整勘定 5 △51

退職給付に係る調整額 4 2

その他の包括利益合計 △42 △52

四半期包括利益 272 461

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 272 461

（四半期連結包括利益計算書）

（第３四半期連結累計期間）
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（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

　該当事項はありません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

　該当事項はありません。

（会計方針の変更）

（時価の算定に関する会計基準の適用指針の適用）

「時価の算定に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第31号　2021年６月17日。以下「時価

算定会計基準適用指針」という。）を第１四半期連結会計期間の期首から適用し、時価算定会計基準適用指針第

27-２項に定める経過的な取扱いに従って、時価算定会計基準適用指針が定める新たな会計方針を将来にわたっ

て適用することとしました。これによる四半期連結財務諸表に与える影響はありません。

（セグメント情報等）

【セグメント情報】

前第３四半期連結累計期間（自　2021年４月１日　至　2021年12月31日）及び当第３四半期連結累計期間（自　

2022年４月１日　至　2022年12月31日）

　当社グループは、風水力機械の製造・据付・販売を専ら事業としており、製品の性質、製造方法、販売市場

等の類似性から判断して単一セグメントであるため、セグメント情報の記載を省略しています。
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期別

部門区分

前第３四半期連結累計期間

（自　2021年４月１日

　　至　2021年12月31日）

当第３四半期連結累計期間

（自　2022年４月１日

　　至　2022年12月31日）

前連結会計年度

（自　2021年４月１日

　　至　2022年３月31日）

金額（百万円）
構成比

（％）
金額（百万円）

構成比

（％）
金額（百万円）

構成比

（％）

連

結

受

注

高

官需部門 11,916 75.5 12,325 76.5 18,756 77.6

国内民需部門 2,638 16.7 2,299 14.3 3,477 14.4

海外部門 1,230 7.8 1,488 9.2 1,937 8.0

計 15,785 100.0 16,113 100.0 24,170 100.0

連

結

売

上

高

官需部門 7,912 65.0 9,681 70.9 16,408 71.9

国内民需部門 2,145 17.7 2,422 17.7 3,409 14.9

海外部門 2,099 17.3 1,550 11.4 3,002 13.2

計 12,157 100.0 13,654 100.0 22,820 100.0

連

結

受

注

残

高

官需部門 22,510 82.4 23,499 85.5 20,854 83.3

国内民需部門 3,028 11.1 2,480 9.0 2,603 10.4

海外部門 1,774 6.5 1,515 5.5 1,577 6.3

計 27,312 100.0 27,495 100.0 25,035 100.0

３．補足情報

生産、受注及び販売の状況

（注）金額は販売価額によっており、消費税等は含まれていません。
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